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搾油粕が飼料利用可能な寒地向けダブルローナタネ新品種
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地域戦略名　　：国産飼料の利用による畜産経営体の収益力向上技術の開発

研究代表機関名：（研）農研機構北海道農業研究センター

地域の競争力強化に向けた技術開発のねらい：

国内のナタネ栽培面積は、近年の労働力不足を背景に増加傾向にあります。しかし、国産ナタネは飼

料として使えないシングルロー品種で外国産ナタネと分別して搾油する必要があることから、国内で栽

培するナタネ品種のダブルロー化が搾油業者から強く望まれています。また、飼料用トウモロコシと同

様に省力的栽培が可能なナタネを大規模畑作地域へ導入することによって、適正な輪作体系の維持が期

待できることから、国内で最大のナタネ産地である北海道に適したダブルローナタネの品種開発を行い

ました。

開発技術の特性と効果：

ダブルロー系統「東北 105 号」は、寒雪害抵抗性がダブルロー品種「キラリボシ」と同程度に優れており、

「キラリボシ」より 50％以上多収でした（図 1）。種子の含油率は「キラリボシ」と同程度で、グルコシノー

ト含量は低く”Canola”の基準を満たすダブルロー特性を持つことが確認されました。機械播種・機械

収穫した実証規模栽培でも「東北 105 号」の収量は全国平均収量（農業経営統計調査、2019）の 1.5 倍

でした。また、年間作業時間の試算では 8.0h/ha と試算され（表 1）、北海道の秋まき小麦の 14.1h/ha（北

海道農政部、2019）と比較しても省力的に栽培できる可能性があります。ダブルロー品種に対する生産

者、実需者の要望が高いことから「東北 105 号」を品種登録出願しました。

 
 

表１ダブルローナタネの推定年間作業時間  
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図１　ダブルロー品種・系統の収量 

経営体（道産飼料）コンソーシアム



開発技術の経済性：

ダブルローナタネの栽培に必要な機械装備は、一般

的な畑作農家が使用する播種機と普通コンバインを利

用することができます。「東北 105 号」の生産費（乾

燥費を含まない）は 8,286 円 /60kg（138.1 円 /kg）（表

2）と試算され、乾燥費を含めても全国平均の 13,255

円 /60kg より安く生産できる可能性があります。さら

に、実証地で試算された年間作業時間は 8.0h/ha で省

力的に生産できることから、ダブルローナタネを畑輪

作へ導入することで適正な輪作維持が期待できます。

こんな経営、こんな地域におすすめ：

ダブルローナタネは省力的に栽培できるので、畑作地域において大規模化に伴い労働力不足の畑作経

営体におすすめです。ナタネの収穫も加えることで、普通コンバインの有効利用にも繋がります。連作

障害で減収がみられる、あるいは緑肥以外の新規作物で適正な輪作年限を維持したいと考える経営体に

は特におすすめです。

技術導入にあたっての留意点：

アブラナ科の輪作年限は 4年以上開ける事が重要です。また、交雑する恐れがあるのでシングルロー

の品種が近隣にある場合は注意して下さい。乾燥機はメーカーにより対応するものがあります。
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表 2 実証地のダブルローナタネ生産費
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